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～予算規模～ 

会 計 名 予 算 額 前年度予算額 前年比 

一 般 会 計 97億 1,921万円 93億 7,505万円 3.7％ 

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 9憶 6,517万円 1０憶 304 万円 ▲3.8％ 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1億 9,327万円 1億 4,599万円 32.4％ 

介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 7億 3,888万円 7億 1,566万円 3.2％ 

介 護 サ ー ビ ス 事 業 勘 定 特 別 会 計 809万円 759 万円 6.6％ 

簡 易 水 道 事 業 会 計 7億 9,986万円 5億 8,59４万円 36.5％ 

下 水 道 事 業 会 計 4億 7,457万円 4億 6,880万円 1.2％ 

個 別 排 水 処 理 事 業 会 計 4,661万円 4,555 万円 2.3％ 

合  計 129億 4,566万円 123億 4,76２万円  

○簡易水道、下水道及び個別排水処理事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額 

 

～一般会計予算の内訳～ 

歳 入 予 算 歳 出 予 算 

区  分 予 算 額 構成比 区  分 予 算 額 構成比 

町税 10億 2,221万円 10.5％ 議会費 5,554万円 0.6％ 

地方譲与税 2億 3,945万円 2.5％ 総務費 8億 4,227万円 8.7％ 

各交付金等 2億 9,103万円 3.0％ 民生費 13億 4,050万円 13.8％ 

地方交付税 43億 6,845万円 44.9％ 衛生費 7億 3,245万円 7.5％ 

分担金及び負担金 1億 429万円 1.1％ 労働費 15万円 0.1％ 

使用料及び手数料 2億 1,820万円 2.2％ 農林水産業費 11億 6,986万円 12.0％ 

国庫支出金 6億 9,633万円 7.2％ 商工費 1億 2,162万円 1.2％ 

道支出金 5億 3,400万円 5.5％ 土木費 6億  636万円 6.2％ 

財産収入 9,718万円 1.0％ 消防費 4億 7,310万円 4.9％ 

寄附金 1億 3,000万円 1.3％ 教育費 10億 6,278万円 10.9％ 

繰入金 6億 9,800万円 7.2％ 公債費 17億 8,849万円 18.4％ 

諸収入 4億 1,037万円 4.2％ 職員給与費 15億 2,109万円 15.6％ 

町債 9億  970万円 9.4％ 予備費 500万円 0.1％ 

合  計 97億 1,921万円 100.0% 合  計 97億 1,921万円 100.0% 
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～町税の状況～ 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 前年比 

個人町民税 3億 8,938万円 62,013円 3億 9,782万円 ▲2.1％ 

法人町民税 6,370万円 10,145円 6,908万円  ▲7.8％ 

固定資産税 4億 7,959万円 76,380円 5億  267万円 ▲4.6％ 

 うち国有資産等交付金 349万円 556円 350万円 ▲0.3％ 

軽自動車税 3,235万円 5,152円 3,333万円  ▲2.9％ 

町たばこ税 5,719万円 9,108円 6,137万円  ▲6.8％ 

合  計 10億 2,221万円 162,798円 10億 6,427万円 ▲4.0％ 

 

～地方交付税等の状況～ 

区  分 予 算 額 町民１人あたり 前年度予算額 前年比 

地方交付税 43億 6,845万円 695,724円 42億 4,520万円 2.9％ 

 うち普通交付税  40億 9,095万円 651,529円 39億 6,770万円 3.1％ 

 うち特別交付税 2億 7,750万円 44,195円 2億 7,750万円 0.0％ 

臨時財政対策債 0万円 0円 0万円 - 

合  計 43億 6,845万円 695,724円 42億 4,520万円  2.9％ 

 

～性質別経費の内訳～ 

区 分 当初予算額 構成比 町民１人あたり 備    考 

人件費 15億 6,510 万円 16.1％ 249,259 円 議員報酬、職員給与等 

物件費 23億  221 万円 23.7％ 366,652 円 事務費、施設管理委託等 

維持補修費 1億 8,450万円 1.9％ 29,384円 施設維持補修費、道路維持費等 

扶助費 5億  812万円 5.2％ 80,924円 自立支援給付費、医療費扶助、児童手当等 

補助費等 18億 1,953万円 18.7％ 289,780円 
補助・交付金、公営企業会計補助金・負担

金、消防組合負担金等 

普通建設 
事業費 

11億 3,999 万円 11.7％ 181,556 円 
大東公民館整備、社会教育センター改修、

農業構造改善センター大規模改修、橋りょ

う整備、土地改良、森林保全等 

公債費 17億 8,849 万円 18.4％ 284,837円 町債償還費 

積立金 8,755 万円 0.9％ 13,943円 基金積立金 

繰出金 3億 1,872万円 3.3％ 50,760円 公営事業会計繰出金 

予備費 500 万円 0.1％ 796円  

合 計 97億 1,921万円 100.0% 1,547,891 円  
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～基金の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

R６年度末 R７年度末 R８年度末

残　 　高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

1,228,855 1,230,508 6,026 419,915 816,619

357,443 358,158 1,075 359,233

その他特定目的基金 3,541,251 3,384,465 80,448 278,080 3,186,833

公共施設等整備基金 1,485,990 1,399,997 5,629 77,000 1,328,626

地域福祉・医療基金 603,875 564,591 42,290 73,200 533,681

網走湖環境改善対策基金 50,003 50,141 207 50,348

学校教育施設建設基金 100,317 100,603 430 101,033

地域振興基金 1,083,306 1,029,306 56,000 973,306

子ども未来づくり教育基金 109,811 102,032 332 27,000 75,364

森林環境譲与税基金 32,985 37,091 31,155 31,630 36,616

女満別空港活性化基金 43,142 38,772 195 3,200 35,767

国営網走川豊住地区
かんがい排水事業基金

31,822 51,882 176 52,058

企業版ふるさと納税基金 10,050 34 10,050 34

5,127,549 4,973,131 87,549 697,995 4,362,685

57,769 57,770 8,010 65,780

57,769 57,770 8,010 65,780

5,185,318 5,030,901 95,559 697,995 4,428,465

【特別会計】 （単位：千円）

R６年度末 R７年度末 R８年度末

残　　 高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

39,020 40,629 147 40,776

72,853 46,186 274 43,887 2,573

111,873 86,815 421 43,887 43,349

【北海道市町村備荒資金組合納付金】 （単位：千円）

R６年度末 R７年度末 R８年度末

残　　 高 残高見込み 増加（積立） 減少（繰入） 残高見込み

300,000 300,000 300,000

469,451 467,029 4,519 114,075 357,473

769,451 767,029 4,519 114,075 657,473合　　計

名　　称
R８年度中増減見込み

普通納付金

超過納付金

基金の名称
R８年度中増減見込み

国民健康保険基金

介護保険基金

合　　計

奨学基金

運用基金計

合　　計

基金の名称
R８年度中増減見込み

財政調整基金

減債基金

積立基金計
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～町債の状況～

【一般会計】 （単位：千円）

Ｒ6年度末 Ｒ ７ 年 度 末 Ｒ ８ 年 度 Ｒ ８ 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

公共 40,925 32,173 7,478 102 24,695

防災・減災・国土強靭化 128,500 126,207 13,979 665 112,228

公営住宅 335,737 294,880 49,200 29,624 2,827 314,456

災害復旧 39,305 22,071 11,641 3 10,430

緊急防災・減災 11,955 8,657 13,200 3,307 20 18,550

公共施設等適正管理 69,500 13,138 1,527 56,362

学校教育 381,521 360,849 20,759 1,559 340,090

一般補助施設 3,399,398 3,157,777 241,622 14,726 2,916,155

地方道路等 2,854

合併特例 2,202,588 2,047,445 285,300 14,293 1,762,145

緊急浚渫推進 258,421 247,030 20,139 1,598 226,891

緊急自然災害防止対策 9,700 44,700 3,776 1,863 40,924

デジタル活用推進 5,100 5,100

過疎対策 7,053,243 7,023,251 842,200 785,741 48,962 7,079,710

財源対策 1,965 1,400 15 1,400

減税補てん 1,824 518 518

減収補てん 22,528 21,126 1,403 12 19,723

臨時財政対策 2,120,689 1,873,742 231,374 8,686 1,642,368

その他 179,922 161,589 15,706 3,161 145,883

計 16,191,075 15,492,915 909,700 1,685,505 100,019 14,717,110

【簡易水道事業会計】 （単位：千円）

Ｒ6年度末 Ｒ ７ 年 度 末 Ｒ ８ 年 度 Ｒ ８ 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

簡易水道 975,963 1,000,011 200,600 77,724 18,848 1,122,887

過疎対策 276,619 354,447 200,500 28,920 5,200 526,027

計 1,252,582 1,354,458 401,100 106,644 24,048 1,648,914

【下水道事業会計】 （単位：千円）

Ｒ6年度末 Ｒ ７ 年 度 末 Ｒ ８ 年 度 Ｒ ８ 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

下水道 334,413 262,007 16,900 54,733 3,235 224,174

過疎対策 70,685 83,016 16,800 7,571 976 92,245

資本費平準化 408,537 407,593 35,033 4,236 372,560

計 813,636 752,616 33,700 97,337 8,447 688,979

【個別排水処理事業会計】 （単位：千円）

Ｒ6年度末 Ｒ ７ 年 度 末 Ｒ ８ 年 度 Ｒ ８ 年 度 末

現   在   高 現在高見込額 借入見込額 元　金 利　子 現在高見込額

個別排水処理 94,044 79,125 15,365 1,394 63,760

事業
Ｒ８年度償還見込額

事業
Ｒ８年度償還見込額

事業
Ｒ８年度償還見込額

事業
Ｒ８年度償還見込額
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～前年度予算との比較～
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～財政指標～

R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

決  　算 決  　算 決算見込み 当　 初

財政力指数

　地方交付税の算定に用い
た基準財政収入額を基準財
政需要額で除して得た数値
で、標準的な行政運営をす
るにあたって自主財源でま
かなえる額の割合を示して
います。

0.243 0.247 0.242 0.234

経常収支比率

　経常的に支払わなければ
ならない経費に経常的に収
入できる財源を使っている
割合で、町の財政がどれだ
け柔軟性をもっているかを
示しています。

90.8% 90.1% 92.8% 94.4%

実質公債費比率

　町債償還に充てた一般財
源を一般財源総額で除した
数値に、特別会計の町債償
還のための繰出金や一部事
務組合への公債費負担金、
債務負担行為に基づく支出
のうち公債費に準ずるもの
等の公債費類似経費等を加
算した比率で、町の会計全
体での債務の割合を示して
います。

9.6% 9.7% 10.1% 11.2%

解　　　　説項　　目

90.8% 90.1%
92.8% 94.4%

9.6% 9.7% 10.1% 11.2%
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～主な事業の内容～
 

農林水産業

◆土づくり対策事業 93万円

◆農業関係資金対策事業 152万円

・農業振興資金、農業経営基盤強化資金

・農業担い手応援資金

・平成28年激甚災害に係る農業経営緊急支援資金

◆有害鳥獣侵入防止対策事業 300万円

◆中山間地域等直接支払事業 2,156万円

◆環境保全型農業直接支援対策事業 3,463万円

◆病害虫対策事業 353万円

◆農業後継者育成対策事業 98万円

◆農業構造改善センター大規模改修事業 2億8,619万円

■ 魅力やうるおいを生み出す産業を展開するまちづくり　　　　　　　　　

　地域農業担い手の育成確保とパートナー対策では担い手育成センターが中
心となり、関係機関・団体と連携し協力しながら進めます。

　 農業生産に影響を及ぼす病害虫の侵入・まん延を防止するため、ジャガイ
モシストセンチュウ類に対する土壌分析、低減効果の高い対抗植物であるト
マト野生種の導入、シストセンチュウまん延防止のための洗車機導入に対し
支援を行います。

　適性施肥を可能として地力向上の推進を図るための土壌診断経費の一部を
支援します。

　農業関係資金の適正な融資及び利子補給により、農業経営の安定と発展を
図ります。

　農作物の保護のため設置したエゾ鹿侵入防止フェンスの維持管理を行いま
す。また、有害鳥獣による被害対策として電気柵等に対する農協の補助金に
町からの補助金を上乗せして、取組農業者に支援を行います。

　国土保全及び多面的機能維持のため、平地地域との生産条件格差分を直接
地域管理組合に支払い、活動を支援します。

　有機農業や減肥料・減農薬などの環境保全効果の高い営農活動に取り組む
農業者に対して支援します。

　女満別農業構造改善センターの長寿命化・予防保全を図り、また、快適に
より幅広い層の方が利用しやすいような環境整備を図るため、大規模改修工
事を継続して実施します。
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◆女満別東部高台２地区水利施設等保全高度化事業 3,679万円

・区画整理、農業用排水路

◆東藻琴山麓第２地区草地畜産基盤整備事業 1,670万円

・草地の不陸、傾斜、排水不良を解消するための区画整理

　

◆女満別本郷２地区農地整備事業 3,671万円

・区画整理、農業用排水路

◆女満別南部２地区水利施設等保全高度化事業 6,400万円

・畑地かんがい施設整備

◆東藻琴北地区水利施設等保全高度化事業 3,604万円

・区画整理、農業用排水路

◆東幹線本郷地区水利施設等保全高度化事業 2,117万円

◆東藻琴中部地区水利施設等保全高度化事業 1,530万円

・区画整理、農業用排水路

◆女満別湖南昭和第２地区水利施設等保全高度化事業 1,020万円

　湖南、昭和地区における農業基盤整備を進めます。

・区画整理、農業用道路

◆東藻琴南地区水利施設等保全高度化事業 100万円

　福富、末広、山園地区における農業基盤整備を進めます。

◆あばしり和牛優良血統形成事業 33万円

◆古梅地区基幹水利施設管理事業 1,437万円

　令和８年度は、区画整理に係る事業申請のための調査を実施します。

　東藻琴地区における草地畜産基盤整備を進めます。

　本郷地区の用水路改修について、施設管理者である網走川土地改良区に支
援を行い、受益者の負担軽減を図ります。

　西倉、大進、明生地区における農業基盤整備を進めます。

　古梅ダム、畑地かんがい施設の適正な維持管理を実施し、かんがい用水の
安定した供給を確保し、農業生産性の向上と農業経営の安定化を図ります。

千草、上東、旭台、新富地区における農業基盤整備を進めます。

　黒毛和種の優良血統の導入、他地域への優良血統の流出防止、和牛の資質
向上を図るため、ゲノム検査実施費用やゲノム評価の高い繁殖雌牛の導入更
新に対し支援を行います。

　朝日、巴沢、日進、開陽地区における農業基盤整備を進めます。

　本郷地区における農業基盤整備を進めます。

　大東、大成、中央、巴沢地区における農業基盤整備を進めます。
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◆美女地区基幹水利施設管理事業 934万円

◆水利施設等保全高度化事業 604万円

◆農業水路等長寿命化・防災減災事業 4,305万円

◆農業農村多面的機能支払交付金事業 1億9,676万円

◆水利施設管理強化事業 658万円

◆畑作等促進整備事業 4,070万円

◆有害鳥獣駆除推進事業 611万円

・エゾシカの駆除処理に要する経費の一部支援

・鳥獣被害対策実施隊による駆除活動の実施

・ヒグマ用箱ワナ修繕

◆林道維持補修事業 1,351万円

　普通林道の維持補修、東藻琴清浦林道新設路網整備工事に係る測量設計を

実施します。

　古梅ダム屋外照明設備の更新を行い、施設の機能保全を図ります。

　農業・農村が有する多面的機能を維持するため、農地・用排水路・農道な
どの農業用資源の保全管理の取組みを行い、地域の共同活動に対して支援し
ます。

　巴沢地区に防除用多目的給水栓を設置するため、畑地かんがい施設整備工
事を行います。

　豊住排水機場、豊住地域用排水路等の国営造成施設を管理している網走川
土地改良区に対し維持管理費の支援を行います。

・古梅５地区
　　古梅ダム係船設備の更新を行い、施設の長寿命化を図ります。

・女満別朝日地区
　　新山村振興等農林漁業特別対策事業で整備した排水路のトラフ破損、土
　砂流出により流下能力が低下し、維持管理の支障となっていることから、
　トラフを整備し施設の長寿命化を図ります。

・女満別南部地区
   　機能保全計画を基に畑地かんがい施設附帯工の補修工事を行い施設の長
　寿命化を図ります。

　本郷排水機場の適正な維持管理を実施し、湛水に伴う生産の低下、農作業
の非効率性を解消し、農業経営の安定と地域農業の振興を図ります。

　町民の安全を確保するとともに農林業被害の軽減を図るため、有害鳥獣の
駆除を実施します。

・駆除従事者育成のため、狩猟免許の取得、鉄砲所持の許可などに要する経
費の一部支援
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◆豊かな森づくり推進事業 1,365万円

◆緑豊かな森づくり事業 1,390万円

◆公有林管理育成事業 2,562万円

・地拵、植栽、下刈、保育間伐、野ねずみ駆除

◆水産業振興事業 241万円

◆学校給食センター管理運営事業 3,837万円

観光産業

◆ひがしもこと乳酪館空調機器等整備事業 548万円

◆ひまわり作付事業 162万円

・空港周辺

◆芝桜まつり開催事業 400万円

◆ふるさとまつり開催事業 240万円

◆朝日ヶ丘公園管理事業 2,174万円

　網走湖における水産業振興を図るため、西網走漁業協同組合が行う網走湖
有用資源・水質環境調査やシジミの資源安定化に対し支援します。

　観光資源として広く定着しつつあるひまわりを植栽し、農村景観を創出し
ます。

　緑とチーズの里ふれあいパークを会場に、ロール転がし大会、各種イベン
トの開催や特産品販売により、地場産業の活性化と町民交流を図ります。

　計画的な森林整備を推進するため、下刈や地拵え、除間伐の保育事業及び
造林事業に要する経費の負担軽減を図ります。

　観光振興と憩いの場及び健康推進の場として、朝日ヶ丘公園パークゴルフ
場の利用促進を図ります。

　良質なチーズを製造するため、経年劣化したチーズ熟成庫の空調機器を更
新します。

　森林整備計画に基づく造林事業に対し、経費の一部を支援します。

　芝桜公園を会場に、芝桜の開花時期に合わせてステージイベントや各種イ
ベントを開催し、誘客促進を図ります。

　計画的な町有林の整備を実施し､財産の保全と森林の多面的機能の高度発揮
を図ります。

　地場産食材を活用した「ふるさと給食」の提供を継続し、安全で安心な学
校給食を提供します。

総合戦略②

つながりで

活力を

生み出す

総合戦略②

つながりで

活力を

生み出す

総合戦略②

つながりで

活力を

生み出す

総合戦略②

総合戦略②

つながりで

活力を

生み出す

総合戦略②

つながりで

活力を

生み出す
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◆観光夏まつり開催事業 364万円

◆女満別空港利用促進事業 268万円

◆女満別空港運航支援事業 64万円

◆女満別空港新規就航路線利用促進補助事業 20万円

商工業、特産品

◆ふるさと応援寄附金事業 6,348万円

◆地場産品販売促進事業 204万円

◆中小企業振興資金利子補給事業 350万円

◆商工会助成事業 1,222万円

◆住宅リフォーム促進事業 600万円

◆ポイントカード事業 90万円

◆起業化支援事業 300万円

　商工業振興に資する事業を行う商工会に対し助成します。

　女満別空港に就航するLCC路線の定着支援の一環として、町民が利用する
際の運賃助成を行います。

　網走湖女満別湖畔を会場に、水上花火大会や北海道ドラゴンボート競技大
会を開催し、地場産業の活性化と町民交流を図ります。

　住宅の安全性、耐久性及び居住性の向上を図り、町内に住み続けていただ
くために必要な住環境を確保するため、住宅リフォームに要する費用の一部
を支援します。

　計画的な起業、創業を図る事業者に対する経費の一部を支援し、新たな企
業と雇用の創出を図ります。

　地元農産品及び加工特産品のPRと販売を促進します。

　女満別空港周辺の自治体や関係機関等と連携し、路線の拡大や利便性の向
上、利用促進を図るプロモーション活動などを行います。

　定期路線の開設や機材の大型化などに対して補助を行い、空港利用の拡大
を図ります。

　ご寄附をいただいた方へ特産品等の特典を贈呈し、地域の産業振興や知名
度の向上を図ります。

　商工業者の経営安定を図るため、振興資金の利子補給を行います。

　地域における消費活動の円滑かつ効果的な循環と活性化を図るため、そ
らっきーポイントカード事業に対して支援します。

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす

総合戦略②

つながりで

活力を
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総合戦略②

つながりで
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総合戦略②

つながりで
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総合戦略②
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総合戦略②

つながりで
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総合戦略②
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総合戦略③

健康で安全に

暮らせる

ようにする
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◆事業継続支援事業 150万円

雇用、労働力、産業創造

◆企業誘致対策事業 50万円

◆地域職業紹介事業 121万円

◆地域活性化推進事業 1,963万円

保健、医療

◆高齢者世帯熱中症対策事業 100万円

◆圏域医療対策事業 1,493万円

◆電話健康相談事業 163万円

◆患者輸送車運行事業 346万円

◆女満別中央病院医療環境等充実事業 9,000万円

■ すこやかでおだやかな生活ができる福祉のあるまちづくり

　町内で営んでいる中小企業者等の事業の継続に資する経費の一部を支援
し、地域の活性化を図ります。

　網走及び美幌地域における休日当番医制や救急医療、網走脳神経外科医
療・斜網地域の周産期医療の確保のため、経費の一部を負担します。

　地域産業の振興と雇用拡大の推進を図るため、町内事業者や求職者へのサ
ポートを行うための「無料職業紹介所」を設置します。

　東藻琴地区の各集落から東藻琴診療所まで患者の送迎を実施し、通院患者
の利便性の確保を図ります。

  熱中症の対策として、高齢者や身体に障がいがある人のみの非課税世帯に
対しエアコンや冷風機等の購入費用を支援します。

　企業、事業所の誘致に向けて情報収集を行うほか、外国人労働者が暮らし
やすい地域づくりに取り組むことで、誘致体制の充実を図ります。

　24時間年中無休で医師、看護師、保健師等有資格者による健康・医療・介
護・育児の相談事業を実施します。

　基幹病院である女満別中央病院が実施する救急医療体制や医療従事者、療
養型病床の確保に係る経費の一部を支援します。

　子育て世代の移住を促進するために働く場所を確保するとともに、後継者
のいない町内事業所の事業承継を地域おこし協力隊制度を活用し推進しま
す。

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす

総合戦略①

住むうえでの
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減らす

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす
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◆医療・介護従事者等確保事業 630万円

◆各種疾病予防対策事業 2,212万円

◆健康増進事業 1,057万円

地域福祉

◆社会福祉協議会助成事業 7,631万円

◆高齢者等移動支援事業 1,723万円

◆福祉バス運行事業 1,061万円

◆健康福祉まつり事業 308万円

◆配食サービス事業【介護保険事業特別会計】 471万円

◆除雪援助事業【介護保険事業特別会計】 196万円

・家庭訪問指導、健康相談、健康教育、健康づくり講座、各種がん検診、
肝炎ウイルス検査、歯周疾患検診、骨粗しょう症検診、エキノコックス症検
診、
脳ドック、禁煙外来治療費助成、血圧計購入費助成

　高齢者や重度の障がいのある人の外出機会を創出するため、タクシーを利
用した場合に運賃の一部を助成し、移動手段の確保により生きがいづくりや
通院、買い物等を支援します。

　栄養改善が必要な高齢者に対する支援と見守りを行い、住み慣れた地域で
安心して生活できるように配食サービスを実施します。

　75歳以上の高齢者を招待し長寿をお祝いし、高齢者福祉と健康についての
関心と理解を深めていただけるよう開催するとともに、社会に貢献してこら
れた労をねぎらい、77歳、88歳、99歳の方々に敬老褒賞を贈ります。

　生涯にわたって健康で豊かな生活が実現できるよう自ら主体的に取り組む
健康づくり、病気の早期発見・重症化予防のための支援を行います。

　地域の福祉活動の拠点として役割を果たしている社会福祉協議会の管理運
営に係る経費、福祉団体の育成、就労支援及び障がい福祉サービス（就労・
相談）の実施、放課後等デイサービス実施に必要な経費を支援します。

　疾病予防対策を推進するために、各種疾病のワクチン接種の助成等を行い
ます。

・BCG、肺炎球菌、麻しん・風しん混合、五種混合、二種混合、水痘、
　子宮頸がん、インフルエンザ、日本脳炎、B型肝炎、ロタウイルス、
　新型コロナウイルス、帯状疱疹

　福祉関係団体や高齢者が実施する事業等に対して福祉バスを運行し、福祉
の向上、社会参加の促進を図ります。

　町内の医療・介護施設における人手不足の解消と、資格取得促進による人
材育成を推進するため、医療等従事者の確保や定着を図る施設に対し、対象
経費の一部を支援します。

　大雪時の除雪サービスの実施や除雪委託に係る費用の一部を助成し、住み
慣れた地域で安心して生活できるように支援します。

総合戦略③

健康で安全に

暮らせる

ようにする
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こども、子育て支援

◆ひとり親家庭等医療費助成事業 157万円

◆子ども・子育て支援事業 2億２,547万円

◆認定こども園等給食費補助事業 394万円

◆こども家庭センター設置準備事業 32万円

◆養育医療給付事業 92万円

◆児童手当扶助事業 1億2,481万円

◆子ども医療費助成事業 2,288万円

◆妊婦のための支援給付事業 300万円

　認定こども園めまんべつ及び認定こども園ひがしもことへ運営費を給付す
るとともに、一時預かり事業（一般型・幼稚園型）、延長保育事業、病児保
育事業を実施し、安心して子育てができるよう支援します。
　認定こども園の保育・教育体制の強化と安全安心な給食調理体制の確保の
ため、運営主体に対して補助金を交付します。
　全ての子育て家庭に対する支援強化のため「こども誰でも通園制度」を実
施し、こどもの育ちを応援するとともに、こどもの良質な育成環境を整備し
ます。

　子育て家庭の経済的負担の軽減を図るため、認定こども園に通園する園児
の保護者に対して給食費を補助し、各家庭における良好な養育環境の確保と
子どもの健やかな成長に寄与します。

　妊娠期からの切れ目のない子育て支援を行うため、出産や子育ての相談に
応じる伴走型相談支援と、給付事業（妊娠時5万＋妊娠している子の人数×
５万円）を組み合わせた経済的支援を一体的に行います。

　こどもに対する虐待の未然防止や早期発見を適切に行うため、母子保健機
能と児童福祉機能を併せ持つ「こども家庭センタ―」の設置に向けた準備を
行い、こどものセーフティネットを構築するための仕組みや体制を整えま
す。

　正常な新生児に比べて疾病にかかりやすい重症未熟児に対し、養育に必要
な医療の給付を行い、健康管理と健全な育成を図ります。

　家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代を担う児童の健全な育
成及び資質の向上に資するため、児童を養育している方を支援します。

　高校生世代までの医療費自己負担分を支援することにより、疾病の早期診
断と早期治療を促進し、健康管理と健全な育成を図ります。

　ひとり親家庭等の医療費自己負担分の一部を支援することにより、健康の
保持及び福祉の増進を図ります。

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす
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◆児童センター・児童クラブ等管理運営事業 6,424万円

◆母子保健事業 658万円

◆子育て支援アプリ情報配信サービス事業 26万円

◆子育て支援ネットワーク充実事業 16万円

・家庭教育ナビゲーター養成講座

・家庭教育支援講座

高齢者福祉

◆緊急通報システム設置事業 278万円

◆後期高齢者保健事業 287万円

　　　　 ◆介護保険事業 特別会計予算　7億3,888万円

　一人暮らしの高齢者や身体に障がいのある人等の急病や非常時に迅速な救
援体制がとれるよう、緊急通報システムを設置・運用します。

　要介護、要支援状態になっても、住み慣れた地域で最期まで暮らし続けら
れるよう、介護保険サービスや地域支援事業を包括的に実施します。

　母性及び乳児・幼児の健康保持や健康増進を図るため、適切な助言・指導
や助成等継続的な支援を行います。

・家庭訪問、乳幼児健診、妊婦健診、両親学級、新生児聴覚検査、産後
　ケア、産婦健康診査、妊産婦健診等交通費助成、育児学級、１か月児
　健診費用助成、５歳児相談等

・不妊治療費等（先進医療・交通費）助成、不育症治療費助成

　生きていくうえで必要なライフスキルを子どもに身につけさせるための親
（保護者）への学習機会を提供します。

　後期高齢者の生活習慣病の早期発見・重症化予防のため、後期高齢者健診
に心電図検査・眼底検査等特定健診項目を追加するとともに、積極的に受診
勧奨に努めます。

　子育て支援アプリ「そらベビ」を活用し、子育てに関する多種多様な情報
を発信し、不安なく、楽しみながら子育てができるよう支援します。

　子育て家庭等に対する相談指導や児童に健全な遊び場を提供し、健康増進
や情操を豊かにするとともに運動に親しむ習慣を形成し、児童の心と身体の
健康づくりを推進します。
　放課後、家庭に保護者のいない児童に、家庭に代わって適切な遊びや生活
の場を提供し、安全の確保と健全な育成を図ります。

・後期高齢者健診、後期高齢者歯科健診、保健・介護一体
的実施推進事業の受託

総合戦略①

住むうえでの
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総合戦略①
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◆認知症総合支援事業【介護保険事業特別会計】 436万円

◆包括的支援住宅生活援助員派遣事業【介護保険事業特別会計】 3,932万円

◆見守りネット事業【介護保険事業特別会計】 928万円

    　     ◆介護サービス事業 特別会計予算　809万円

障がい者（児）福祉

◆心身障がい者福祉事業 688万円

◆障がい者福祉施設運営事業 776万円

◆障がい者福祉職親事業 49万円

・認知症初期集中支援、認知症カフェ、サポーター養成講座、チームオレン
ジ

　高齢者世話付住宅や生活支援ハウスに居住する方が安心して生活できるよ
う、相談・緊急時の援助等を行う生活援助員を派遣します。

　認知症になっても本人の意思が尊重され、住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けるため、認知症地域支援推進員を配置し、地域の支援体制の構築を図
ります。

　心身障がいのある人が自ら障がいを克服し、健常者とともに生活できるよ
う障がいの診断、訓練、治療のための旅費助成や発達支援センターの運営経
費負担等を行います。
　７５歳以上の人が、ＪＲやバスを利用して町外の医療機関に通院した場合
の交通費の一部を支援します。

　障がいのある人が地域で安心して暮らせるよう、社会的自立に向けた生活
援助や就労に向けた訓練等を行う障がい者福祉センターちあふるの管理運営
を行います。

　介護保険の認定結果が要支援１・２と判定された方に対して、要介護状態
に移行することを予防し介護予防サービスを円滑に利用するため、介護予防
ケアマネジメントを実施します。

　一人暮らし高齢者・高齢夫婦世帯等の実態把握や安否確認、相談支援を行
うため訪問員が訪問し、住み慣れた地域で安心して生活できるように支援し
ます。

　障がいのある人が一定期間町内事業所等に通所して社会適応訓練を行うこ
とで、地域における障がい者雇用意識を醸成するとともに、就労先や訓練先
の拡大と社会的自立を支援します。

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす

総合戦略①
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◆障害者総合支援事業 ３億３,257万円

◆障がい者支援拠点施設管理運営事業 166万円

◆重度心身障害者医療費助成事業 1,029万円

社会保障

◆介護保険利用者負担軽減措置事業 250万円

　 　　　 ◆国民健康保険事業　 特別会計予算　9億6,517万円

   　      ◆後期高齢者医療事業 特別会計予算　1億9,327万円

　障がい者福祉サービスや、発達支援事業及び放課後等デイサービスを行う
ための拠点施設を運営します。

　障がいのある人に介護又は訓練等のサービスを提供し、適切な支援を行い
ます。
　障がいのある人の高齢化・重度化や親亡き後を見据え、様々な支援を切れ
目なく提供できる仕組みとして、居住支援機能と地域支援機能の２つの機能
を持ち合わせた「地域生活支援拠点」の整備と併せて、地域における相談支
援の中核的な役割を担う「基幹相談支援センター」を広域（網走市・大空
町・小清水町・斜里町・清里町）で設置し、地域で安心して暮らせるように
支援します。

　国民健康保険法に基づき、加入者から国民健康保険税の負担をいただき、
医療費の一部を給付することによって医療費負担の軽減を図り、安心して医
療を受けられるように取り組みます。
　データヘルス計画に基づき、特定健診等の受診率を向上させることを通し
て、生活習慣病の発症や重症化予防に力を入れるとともに、加入者の健康の
保持・推進に努めます。

　75歳以上（一定の障がいのある人は６５歳以上）の方の医療費の一部を給
付し、医療費負担の軽減を図ります。運営は、北海道後期高齢者医療広域連
合が行い、町は、住民の利便性を確保するため、申請書の受付等の窓口業務
や保険料の徴収業務を行います。

　重度の心身障がいのある人の医療費自己負担分の一部を支援することによ
り、健康の保持及び福祉の増進を図ります。

　介護保険利用者のうち生計困難と認められる方が介護サービスを利用する
場合に、サービス提供者が実施する利用者負担額の一部減免に対し支援しま
す。
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学校教育

◆小・中学校教育振興事業 6,545万円

◆高校通学対策助成事業 156万円

◆ＧＩＧＡスクール事業 1,164万円

◆児童生徒用端末更新事業 4,202万円

◆入学資金借入金利子助成事業 35万円

◆小学校施設更新事業 6,445万円

・校舎体育館照明ＬＥＤ化工事（女満別小学校）

・高圧引込開閉器・地絡計電気改修工事（東藻琴中学校）

◆学校給食費補助事業 2,463万円

◆スクールバス運行事業 １億571万円

・女満別地区６路線、東藻琴地区６路線

・スクールバス（女満別地区１台）の更新

　新学習指導要領に基づいた教育活動を展開するとともに、大空町独自の特
色ある教育活動を実践します。

　児童生徒の学習用端末並びに教職員の学習用端末の更新
を行います。

■ 夢と学びがひろがり未来につながるまちづくり

　大学等への入学に必要な資金を借り入れた保護者に対して利子等の一部を
支援し、教育機会の確保及び充実を図ります。

　ＩＣＴ機器の効果的活用を一層推進するため、教育用ソフト（ドリル教材
等）の導入を継続します。また、就学援助の認定世帯でインターネット接続
環境がない世帯を対象に、モバイルルーターを無償で貸与します。

・教材整備、就学援助、特別支援教育就学奨励
・補助教諭、特別支援教育支援員の配置
・学校図書館司書の配置
・地域コーディネーターの配置
・教育現場のニーズに応じた外国語指導助手の適正配置

　町内の小学校又は中学校に在籍する児童生徒の保護者に対して学校給食費
を補助し、子育て家庭の経済的負担軽減を図ります。

　両地区小学校の老朽化等に伴う施設の更新工事を行います。

　交通環境の実情に鑑み、町外高等学校（網走東学区）へ就学するための多
額な通学交通費及び下宿費の一部を支援し、保護者の負担を軽減します。

　遠距離通学児童・生徒の登下校対策及び学校行事等教育上の目的のため、
スクールバスを運行します。
　また、一般住民の混乗や女満別と東藻琴間を結ぶ地域間バスの運行など多
様な運行を行います。

総合戦略①

住むうえでの
不安を
減らす
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◆大空高等学校魅力化推進事業 1,495万円

・地域みらい留学参加負担金

・地域学校協働活動補助金

・留学支援助成金

・総合型指導外部講師謝金

◆大空高等学校交流拠点施設管理事業 5,326万円

生涯学習、社会教育

◆姉妹都市・友好町交流事業 18万円

◆高齢者教育振興事業 97万円

◆青少年育成協会補助事業 5,043万円

◆生涯学習推進事業 38万円

◆子ども放課後週末活動支援事業 102万円

◆姉妹都市・友好町教育交流事業 457万円

　大空高等学校を地域振興の核と位置づけ、地域全体で町の創り手を育成す
る機運を醸成します。公設塾の運営や多様な進路実現のための講習の開催、
地域住民との連携のほか、全国募集のため地域みらい留学に参画し、魅力あ
る高校づくりを推進します。

　東京都稲城市（姉妹都市）及び熊本県氷川町（友好町）との交流事業を通
じ、住民同士の草の根の交流が育まれ、より深めていけるように取り組みま
す。

　町内の小学５年生を対象とした東京都稲城市との教育交流及び町内の中学
２年生を対象とした熊本県氷川町との教育交流を推進します。

　高齢者大学を通じ、地域参加や世代間交流、学習活動を推進します。

　民間の事業者を活用し、芸術文化活動の推進と青少年の健全育成の推進を
図ります。

　町内の全小学生を対象とした安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を
設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちと共に学習やスポーツ・文化活
動、地域住民との交流・体験活動を実施します。

　生徒寄宿舎としての機能のほか、大空高等学校の生徒と地域内外の人材が
交流を通じて学ぶことのできる場として施設を活用し、高等学校を核とした
人材育成と地域づくりの実践により町の活性化を図ります。

　町民の生涯学習活動の充実と発展のため、生涯学習奨励員協議会を設置し
ます。

総合戦略①
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◆社会教育施設改修事業 1億677万円

・大空町社会教育センター改修工事

スポーツ

◆スポーツ活動振興事業 681万円

・もこと山ふきおろしマラソン大会の開催

・スポーツ縁日、各種スポーツ大会の開催

・スポーツ協会やスポーツ少年団活動への助成

・体育・文化振興補助金

◆オリンピアン事業 106万円

地域文化

◆女満別湿生植物群落保全対策事業 719万円

・ 女満別湿性植物群落地下水位委託料

・ 女満別湿性植物群落排水管設置測量設計業務委託料

市街地、住環境

◆空き家等解体撤去推進事業 214万円

◆町営住宅維持補修事業 959万円

◆町営住宅解体事業 9,476万円

大空高校女満別キャンパスを社会教育センターとして改修し、管理・運営を
行う。

　住宅困窮者の入居を円滑に行うため、既存町営住宅の機能維持のために必
要な修繕を実施します。

   放置されていることにより、周辺住環境等に危険を及ぼす恐れのある建物
及び将来その可能性がある建物、または景観を悪化させている建物を解体撤
去する場合に費用の一部を支援します。

　スポーツ活動を通じ、健康づくり、体力づくりの普及と意識の高揚を図り
ます。

　老朽化した公園団地町営住宅24戸と付帯する屋外施設の解体工事を実施し
ます。

■ 住みやすさを支えるまちづくり

　国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落の保全対策を講じる
ために、関係機関との協議・調整を図ります。

　世界の第一線で活躍したアスリートによるスポーツ体験教室や講演会を通
してスポーツの楽しさや魅力を伝え、運動や健康づくりに取り組む意欲の醸
成を図ります。
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道路

◆地域公共交通対策事業 388万円

◆除雪機械整備事業 7,318万円

　老朽化している除雪機械の更新を行います。

・除雪ドーザ　　1台

◆橋梁補修等事業 3,460万円

・橋梁近接目視点検　21橋

・橋梁補修設計　　　 1橋

・橋梁補修工事　　　 1橋　三線橋

上下水道

◆合併処理浄化槽設置整備事業 554万円

◆簡易水道事業 4億1,700万円

・水道施設建設工事（監視装置、水位計、流量計等）

◆下水道事業 9,280万円

・調査設計（管渠簡易耐震診断、管渠地質調査）

・改築更新工事（制御盤、ポンプ、マンホール）

◆個別排水処理事業 1,772万円

　地域生活を支える公共交通を維持するため、路線バス事業者に支援を行う
ほか、鉄道利用者への運賃助成など利用促進を図ります。
　地域公共交通の現状や町民等のニーズ等を把握し、この地域に適した公共
交通の維持・確保を地域全体で考える場として、地域公共交通会議を開催
し、課題に取り組みます。

　下水道管渠全体の簡易耐震診断、診断に必要な地質調査を行います。ま
た、下水道ストックマネジメント計画に基づき、電気設備、機械設備等の更
新を行います。

　橋梁長寿命化修繕計画に基づき点検を実施し、補修工事を進めます。

　網走市からの原水融通に向け、導水管、小水力発電設備及び管路更新等の
設計を行います。また、劣化した電気設備、機械設備の更新、他事業と連携
した水道管路の布設替えを行います。

・調査設計（管路設計Ｌ=11,040m、小水力発電設備設計等）

・水道管路整備工事（Ｌ=930m、減圧弁）

　生活環境の改善と公共用水域の水質保全を図るため、住宅に設置する浄化
槽設置費用及び単独浄化槽からの転換費用の一部を支援します。

　個別排水処理施設の適正な維持管理を行い、農村地区の生活環境の保全に
努めます。

総合戦略③

健康で安全に

暮らせる

ようにする

-21-



生活環境

◆花いっぱい運動推進事業 352万円

◆エキノコックス対策事業 77万円

◆ごみ処理事業 2億5,946万円

◆リサイクル推進事業 4,087万円

消防、救急、防災

◆網走地区消防組合負担金 4億4,072万円

◆災害対策事務費 5,608万円

交通安全、防犯、消費者対策

◆犯罪被害者等支援事業 47万円

   キツネが主たる媒介動物となる「エキノコックス症」の対策を講じ、感染
の無い安全で自然と共生するまちづくりを目指します。
　隔年でキツネの糞便検査による感染状況調査を行っています。令和８年度
は調査をせず、駆虫薬入りのエサ（ベイト）の散布のみを実施します。

　犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復又は軽減を図り、安全で安心して
暮らすことができるよう支援します。

　空港前や主要な道路、公共施設等に花を植えて、明るく華やかな町のイ
メージアップを行います。

　ごみの分別収集の徹底や重機を使った埋め立てごみの減容処理、破砕処理
等を行い、廃棄物焼却処理施設及び最終処分場の効率的かつ適正な運用によ
りごみ処理を行います。
　また、津別町との生ごみ堆肥化処理を継続するほか、建設予定地が美幌町
に決定した斜網地区廃棄物処理組合ごみ焼却施設の整備に向け、測量・生活
環境影響調査・地下水調査や発注仕様書の作成等を進めます。

　災害発生時の適切な行動力を培うための防災訓練等を実施します。また、
B＆G財団による「防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築」事業支
援金を活用し、防災備品の購入や町職員が災害時に必要な車両系建設機械等
の資格を取得させるなど、災害から町民を守るための災害対策の推進を図り
ます。

　リサイクルセンターを中核として資源の有効活用や再資源化処理を行い、
ごみの減量化を推進します。

　住民の生命と財産及び安心・安全な生活を守るため、網走地区消防組合に
対し、消防本部、大空消防署、女満別消防団及び東藻琴消防団の経費を負担
します。
　令和８年度は、救急需要の増加傾向、職員の専門的知識の更なる強化を図
るため救急救命士、指導救命士の養成を実施します。
　また、女満別消防団、東藻琴消防団の老朽化が進んできている車両を更新
し、災害対応力の向上、総合的な消防力強化を図ります。
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◆高齢者運転免許自主返納支援事業 90万円

◆交通安全防犯推進委員会補助金 80万円

関係人口、移住、定住

◆網走刑務所住吉作業所利活用事業 1,555万円

◆移住定住促進事業 3,311万円

・定住をサポートする会との移住定住支援

情報、デジタル化

◆行政事務情報化事業 2億1,634万円

◆行政改革・ＤＸ推進事業 1億398万円

◆広報広聴事業 1,638万円

　交通安全・防犯・暴力追放の全町的な活動を支援し、住民の安心・安全を
確保します。

■ 未来につながる持続可能なまちづくり

　国や関係機関等と連携し、網走刑務所住吉作業所用地を活用した関係人口
の拡大や新たな地場産品の開発など地域活性化に資する取組を推進します。

　住民記録・税・福祉などの住民サービス提供に必要な情報を扱う総合行政
情報システムのほか、内部情報システム等の各種業務システムの適切な管
理・運用を行います。また、内部情報システム及びセキュリティサービス等
の更新を実施していきます。

　広報誌やホームページ、ＳＮＳ、コミュニティＦＭなどの多様な伝達手段
がある中で、それぞれの特性を活かした効果的な活用を図り、町民ニーズに
応じた町政情報を広く発信するとともに町外に向けても町の魅力を発信しま
す。また、ふれあいトーク（町政懇談会）や町長へのメール、ふれあい意見
箱などにより町民の要望や意見など生の声を聴き、まちづくりに反映させる
ための広聴事業の充実を図ります。

　高齢者による交通事故の減少を目的に、運転免許を自主返納した高齢者に
対し支援します。

　大空町の魅力発信を強化し、関係人口の創出に取り組むとともに、仕事や
空き家利用を含む住居等の総合的な相談支援の実施と定住支援策の充実によ
り、移住・定住人口の維持、拡大を図ります。

・住宅新築助成、住宅準備助成、継続就業助成、空き家利活用助成

　効率的・効果的な行政運営のため、行政改革大綱・行政改革推進計画の改
訂を行います。
　職員の意見聴取・業務可視化を経て見えてきた共通の問題をもとに課題を
深掘りし、デジタル技術やデータを活用して町民等の利便性向上及び業務効
率化を図ります。外部人材を活用、連携しながら全庁横断的に自治体ＤＸを
推進します。
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◆戸籍住民基本台帳管理事業 1,212万円

地域脱炭素

◆ゼロカーボン推進事業 24万円

協働によるまちづくり

◆住民参加推進事業 5万円

◆地域ブランディング事業 409万円

◆自治会運営費交付金 990万円

◆住民活動推進事業 1億1,844万円

◆自治会活動支援交付金 190万円

　自治基本条例の実効性を高めるための検証と見直しを検討します。

　ゼロカーボンシティ大空町の実現に向けた町の施策立案を検討します。
　また、小学生を対象としたエネルギーの仕組みを学ぶ工作教室を開催しま
す。

　大空町の価値や魅力の「再発見・新発見」と言語化に取組み、大空町の認
知度向上を図ります。大空町ブランドの確立と、行ってみたい・住んでみた
いと思う人を増やすことを目指します。

　単位自治会の自主的活動の支援を行い、自治会活動の促進を図ります。

　地域活動の中心となる自治会の運営を支援します。

　住民活動の推進を図るとともに、町民会館の維持管理や更新を検討しま
す。令和８年度は、大東公民館建替え工事を行います。

　戸籍システムの標準化への移行と氏名の振り仮名記載への対応を引き続き
進めます。
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